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実施期間：令和７年12月８日～令和８年１月７日

都市再生整備計画
「鮎壺公園・下土狩駅周辺にぎわい交流地区」

事後評価
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目標を定量化する指標目 標

■都市再生整備計画の目標

大目標

【指標１】鮎壺公園利用率（％）

【指標２】民間イベント開催回数（回）

【指標３】下土狩駅乗降者数（人/日）

従前値（2018）

13.1％
目標値（2024）

25％

従前値（2018）

３回
目標値（2024）

10回

従前値（2018）

2,724人
目標値（2024）

2,940人

地域資源や施設
等を活用し、住
民や来訪者が憩
い、集う快適な
空間づくり

魅力的な商業機
能の誘導や歩行
者ネットワーク
の構築等により、
人が楽しみなが
ら回遊し、にぎ
わいを生む市街
地づくり

【目標１】

【目標２】

１．計画の目標と指標
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【計画期間】
令和２年度～令和６年度

■都市再生整備計画の実施状況

１．計画の目標と指標
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■都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況

目標指標
従前値
（2018）

目標値
(2024)

評価値
目標
達成度

指標１ 鮎壺公園利用率（％） 13.1 25.0
36.7
(2025)

達成

指標２
民間イベント開催回数
（回）

3 10
7

(2024)
改善

指標３ 下土狩駅乗降者数（人/日） 2,724 2,940
2,638
(2024)

未達成

■その他の数値指標（当初設定した以外の指標）による効果発現の計測

目標指標 従前値 評価値

参考１ 鮎壺公園整備の満足度（％） －
79.3

（2025）

参考２ 鮎壺公園の来訪者数（人/月） －
6,877

（2025.3～9）

参考３ 下土狩駅前広場改修の満足度（％） －
74.8

（2025）

２．事後評価 ①目標・指標
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■フォローアップ計画（追跡調査）

指 標

指標１ －

指標２ 民間イベント開催回数

指標３ －

２．事後評価 ②フォローアップの実施

⚫ 達成状況の検証に、「見込み」で評価を実施した指標、交付終了後１年以内に達
成見込みありとした指標は、令和８年度を目処にフォローアップとして計測を行
う。 
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■まちの課題の変化

まちの課題 達成されたこと
残された
未解決の
課題

• 鮎壺公園・鮎壺の滝緑地におい
て、地域住民の利便性の向上や
来訪者の増加に対応した整備が
求められる。

鮎壺公園に整備より、地域住民の日常的
な利用機会が増え、来訪者数の増加につ
ながっている。

－

• 本町の中心拠点として、ソフ
ト・ハード両面から下土狩駅周
辺におけるにぎわいの創出が求
められる。

下土狩駅前広場の整備により、駅周辺で
のイベントが活発に行われており、にぎ
わいの創出につながっている。

－

• 来訪者が回遊したくなるまちづ
くりの推進が求められる。

駅周辺の主要施設等を結ぶルートへの案
内サインの設置や県道へのカラー舗装に
よる安全な歩行者空間の形成、シェアサ
イクルステーションの設置により、回遊
性の向上が図られている。

－

２．事後評価 ③今後のまちづくり方策の作成
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■まちの課題の変化

まちの課題 達成されたこと 残された未解決の課題

• コミュニティながいずみの公
共施設の有効活用が求められ
る。

コミュニティながいずみ駅前
広場での民間共催によるイベ
ントの開催などが行われてお
り、公共施設の有効活用につ
ながっている。

－

• 三島駅北口との交通アクセス
の改善、自動車利用者の利便
性向上等が求められる。

－
下土狩駅と三島駅北口
を結ぶ交通アクセスの
改善

２．事後評価 ③今後のまちづくり方策の作成

■新たな課題

・地区の回遊性のため、公共交通機関やシェアサイクルの利便性など適切な対策が求められる。
・子育て世帯のみならず、あらゆる年齢層に対応したまちづくりが必要である。
・公園、駅、コミュニティながいずみの連携した、にぎわい創出の取り組みを検討し、情報発信して
いくことが必要である
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効果の持続を図る事項
効果を持続させるための

基本的な考え方
想定される事業

• 鮎壺公園の利活用促進、維
持管理

地域住民の鮎壺公園の利用を
促進するため、定期的なイベ
ントの開催や公園施設の適正
な維持管理を実施する。

• 鮎壺公園、鮎壺テラ
スでのイベント開催

• 鮎壺公園施設の長寿
命化

• 下土狩駅駅前広場、コミュ
ニティセンタながいずみ駅
前広場でのイベント開催に
よるにぎわいの創出

現在開催されているイベント
を定期的に開催する仕組みを
構築し、年間を通したにぎわ
いを創出する。

• 下土狩駅周辺での年
間を通したイベント
の開催

• 駅周辺の主要拠点へのシェ
アサイクルステーションの
設置

下土狩駅を起点として、各主
要の公共施設や観光拠点を利
用できるシェアサイクルス
テーションを充実する。

• 鮎壺公園へのシェア
サイクルステーショ
ンの設置

≪効果を持続させるために行う方策≫

２．事後評価 ③今後のまちづくり方策の作成
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